
 

 

 

  

 

 

 

 
 

 【基本理念】  【横断的視点】  【基本目標】   【 分 野 】 

     

 

 

   

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
市
民
が
、
互
い
の
人
格
や
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、 

安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
共
生
の
ま
ち
づ
く
り 

～
障
害
が
あ
っ
て
も
一
人
の
市
民
と
し
て
、
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
～ 

    １．生活の支援 
（障害福祉サービスの充実） 

    
    
  

 
 

○ 

計
画
的
か
つ
実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
の
推
進 

 
 

 

○ 

障
害
特
性
等
に
配
慮
し
た
き
め
細
か
い
支
援
（
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
個
別
的
な
支
援
） 

 
 

 

○ 

当
事
者
本
位
の
総
合
的
な
支
援
（
生
涯
を
通
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
）  

 基本目標Ⅰ 

安 心 し て 暮 ら

す た め の 支 援

体制の整備 

      
    
    
    ２．保健・医療の推進 

    

   ３．地域包括ケアシステムの構築 
（地域生活支援、相談体制の充実） 

   
   
    
    
        

    
４．教育の振興 

（インクルーシブ教育システムの推進） 

    
    
 基本目標Ⅱ 

豊かな社会生活

と自立の支援 

     
   
   

   

５．就労の支援、雇用の促進 

及び経済的支援の推進 

   
   

    

    

    ６．芸術文化活動・ 

スポーツ等の振興 
    
    
     
     
     
     

     ７．生活環境の整備 
（障害のある人に配慮したまちづくり）

     
     
          
     
     

  基本目標Ⅲ 

人 権 の 尊 重 と 

共生社会の実現 

  ８．情報アクセシビリティの向上 
（意思疎通支援の充実） 

    
    
        

    ９．安全・安心の実現 
（防災・防犯、消費者保護） 

 

    
    
    
    

    10．差別の解消、権利擁護の 

推進及び虐待の防止 
    
    
    
    

      11．広報・啓発の推進 
（障害のある人に対する理解の促進） 

 

      
     
     
      

     
 

     

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
市
民
が
、
互
い
の
人
格
や
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、 

安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
共
生
の
ま
ち
づ
く
り 

～
障
害
が
あ
っ
て
も
一
人
の
市
民
と
し
て
、
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
～ 

【基本理念】 

基本目標Ⅰ（現行 Ⅲ） 
人権の尊重と共生社会の実現  
【分野１】（現行 １０・１１） 

差別の解消、権利擁護の推進と障
害のある人に対する理解の促進及
び虐待の防止  
【分野２】（現行 ８） 

情報アクセシビリティの向上 
（意思疎通支援の充実）  

【分野３】（現行 ７）  
生活環境の整備 
（障害のある人に配慮したまちづくり）  

【分野４】（現行 ９） 
安全・安心の実現 
（防災・防犯、消費者保護） 

基本目標Ⅰ 
安心して暮ら
すための支援
体制の整備 

基本目標Ⅱ 
豊かな社会生活
と自立の支援 

【次期計画（案）】 計画期間：令和６年度～令和１１年度 

基本目標Ⅲ 
人権の尊重と
共生社会の実現 

【社会情勢 

の変化】 
【横断的視点】 【基本目標】と【分野】 

基本目標Ⅱ（現行 Ⅰ） 
安心して暮らすための支援体制の
整備  
【分野５】（現行 １・３） 

自立した生活の支援や意思決定
支援の推進（地域包括ケアシステム
の構築）  
【分野６】（現行 ２） 

保健・医療の推進 

「北九州市障害者計画」の体系や施策分野の見直し 

基本目標Ⅲ（現行 Ⅱ） 
豊かな社会生活と自立の支援  
【分野７】（現行 ４） 

教育の振興（インクルーシブ教育
システムの推進  
【分野８】（現行 ５） 

就労の支援、雇用の促進及び経済
的支援の推進  
【分野９】（現行 ６） 
 芸術文化活動・スポーツ等の振興 

※赤字は現行計画からの変更箇所で、 

現行計画と次期計画の対応する分を同色で色分け。 

 資料３  

 

【分野５】 
・意思決定支援の推進 
・障害福祉サービスの質の向上等 
・地域移行支援・地域生活支

援の充実 
・相談支援体制の充実 
 
【分野６】 
・精神保健・医療の適切な提供等 
・保健・医療の充実等 

【分野７】 
・インクルーシブ教育システ

ムの推進 
・就学前から学齢期・卒業後

までの切れ目のない支援 
 
【分野８】 
・総合的な就労支援 
・障害者雇用の促進 
・障害特性に応じた就労支援 
・福祉的就労の底上げ 
 
【分野９】 
・芸術文化活動、余暇・レク

リエーション活動の充実に
向けた社会環境の整備 

・スポーツに親しめる社会環
境の整備 

【現行計画】 計画期間：平成３０年度～令和５年度 
【分野１】 
・障害を理由とする差別の解

消の推進 
・権利擁護の推進、虐待の防止 
・広報・啓発活動の推進 
・障害及び障害のある人に対

する理解の促進 
 
【分野２】 
・障害のある人に配慮した情

報提供の充実等 
・意思疎通支援の充実 
・行政情報のアクセシビリテ

ィの向上 
 
【分野３】 
・移動しやすい環境の整備等 
・アクセシビリティに配慮し

た施設等の普及促進 
・障害のある人に配慮したま

ちづくりの総合的な推進 
 
【分野４】 
・防災、防犯対策の推進 
・消費者トラブルの防止及び

被害からの保護 

【施策の方向性】（主なもの） 

１ 

感
染
症
拡
大
時
や
地
震
・
台
風
等
の
災
害
発
生
時
な
ど
の
非
常
時
と
そ
の
対
応 

 
 

 
 

 
 

２ 

持
続
可
能
で
多
様
性
と
包
摂
性
の
あ
る
社
会
の
実
現 

３ 

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
レ
ガ
シ
ー
継
承 

１ 

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
の
推
進 

２ 

当
事
者
本
位
の
総
合
的
か
つ
分
野
横
断
的
な
支
援
（
生
涯
を
通
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
） 

 
 

 
 

 
 

３ 

障
害
特
性
等
に
配
慮
し
た
き
め
細
か
い
支
援
（
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
個
別
的
な
支
援
） 

４ 

障
害
の
あ
る
女
性
、
こ
ど
も
及
び
高
齢
者
に
配
慮
し
た
取
組
み
の
推
進 

５ 

計
画
的
か
つ
実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
の
推
進 

１．生活の支援 
（障害福祉サービスの充実） 

２．保健・医療の推進 

３．地域包括ケアシステムの構築 
（地域生活支援、相談体制の充実） 

４．教育の振興 
（インクルーシブ教育システムの推進） 

５．就労の支援、雇用の促進 
  及び経済的支援の推進 

６．芸術文化活動・ 
   スポーツ等の振興 

７．生活環境の整備 
（障害のある人に配慮したまちづくり） 

８．情報アクセシビリティの向上 
（意思疎通支援の充実） 

９．安全・安心の実現 
（防災・防犯、消費者保護） 

１０．差別の解消、権利擁護の 
   推進及び虐待の防止 
１１．広報・啓発の推進 
（障害のある人に対する理解の促進） 

 

１ 

計
画
的
か
つ
実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
の
推
進 
 

 
 

 
 

 

２ 

障
害
特
性
等
に
配
慮
し
た
き
め
細
か
い
支
援
（
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
個
別
的
な
支
援
） 

３ 

当
事
者
本
位
の
総
合
的
な
支
援
（
生
涯
を
通
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
） 

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
市
民
が
、
互
い
の
人
格
や
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、 

安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
共
生
の
ま
ち
づ
く
り 

～
障
害
が
あ
っ
て
も
一
人
の
市
民
と
し
て
、
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
～ 


